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特集「家庭ごみ有料化」

　７月４日、安平公民館で開催された安平町高齢者ふれあい大学で、環境問題に取り組む活動を

しているNPO法人ezo rock（エゾ ロック代表理事 草野竹史氏）の活動が紹介されました。２０００

年に石狩湾新で開催された「ライジングサンロックフェスティバル」での環境政策活動をきっか

けに「５０年後も野外で気持ちよく音楽を聞いていたい」というキャッチコピーを掲げ、青年環

境団体として活動を展開しています。

　このイベントの来場者は平均４万人以上、排出されるごみの量はおよそ５０トン。分別を呼び

かける方法も工夫を凝らし、同法人サポーターが大きなゴミ箱の中に立ち、大きな声で「ごみの

１３分別」を呼びかけます。「ごみを集める」行為に非難もある中、一番多く排出される生ごみを

協力農家に依頼し生ごみと牛糞を混ぜた堆肥を生産、じゃ

がいもなどの作物を栽培して、再び翌年のイベント会場で

食材として無料配布するという「還元」を行ったところ、

排出されるごみの量は年々減少し、リサイクル率が８０％

アップを達成。

　活動に加わることで環境に対する「自分の思い」を持ち

始めるようになった若いサポーターもいるそうで、私たち

子孫に、負の遺産を残さないための活動として、今後も環

境問題に取り組みたいと話していました。

若者が取り組む環境活動～NPO法人ezo rock（エゾ ロック）の活動～
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噛ごみを減らす
・詰替えできる商品の購入やマ

イバッグを持参する

噛資源として再利用
・分別して新たな製品を作るための

資源に

噛繰り返し使う
・不用品はリサイクルショップを活用し

たり、リペアして再利用
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